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●新春おたのしみ会
リレーおはなし会
日時＝１月５日(木)午前１１時～１２時、午後２時～３時
紙芝居ライブ
日時＝１月６日（金）午前１１時～１２時
冬の昔話・民話のおはなし会
日時＝１月７日（土）午前１１時～１２時

●「スーホの白い馬」絵本の読み聞かせと馬頭琴の調べ
日時＝１月８日（日）午後２時～２時４０分
●ことばを育む１歳からのおはなし会
日時＝１月１０日（火）午後１時３０分～２時
●本となかよし（主催：パオ）
日時＝１月１５日（日）午後２時～
●赤ちゃん絵本のおはなし会
日時＝１月２０日（金）午後１時３０分～２時３０分
対象＝１歳児までとその保護者
●はじめて絵本のおはなし会
日時＝１月２２日（日）午前11時～12時
対象＝１歳児までとその保護者
●たこさんのおはなしや
日時＝木曜日（５日を除く）、午前１１時～１１時３０分
●おはなしの会
日時＝土曜日（７日を除く）、午前１１時～１１時３０分
●ブックスタート絵本の引き換え＆おはなし会
日時＝土曜日（７日を除く）、午後１時～３時
対象＝ブックスタート絵本引き換え対象の赤ちゃんとその

保護者

編集よもやま話

ＩＣタグ貼付作業が本館、こども図書館、
各分館で順次行われています。
資料の移動等がございます。ご迷惑をお
かけしますが、ご理解の程、よろしくお
願いいたします。

■司書のおすすめ■
各分館スタッフがおすすめの１冊を紹介

『標本バカ 』 川田伸一郎 ブックマン社
永明分館スタッフ

本の著者は国立科学博物館の研究者であり、
もぐらを専門とする博士です。
博物館において研究・展示の為に収集してい
る動物標本に関する話が書かれています。大
型動物の標本を作る際に肉と骨を分ける方法
や、解剖する道具についての話など、とても
興味深い内容でした。
あとがきでタイトルの「バカ」について
“「特定のことに熱心な人」を示す言葉でも
あると思う”と述べています。
私自身も「本のバカ」になれるよう日々努力
したいと思います。
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(祝日の場合は開館、翌日休館)

前橋市立図書館だより

分館蔵書整理のお知らせ

１月16日（月）から１月１９日（木）まで、各
分館が蔵書整理のため休館いたします。
なお、本館とこども図書館は通常どおり開館
します。

気付いたら、もう師走でお正月です。そして、令和になって早5年目に突入です。皆さんは年末年始をどう過
ごされましたか。
サッカーW杯が終わってしまいました。日本サッカーがやってくれました。開催地のドーハは悲願のW杯初
出場の夢が脆くも崩れ去った地です。あれから30年。アジア最終予選を突破できなかった頃を思うと感慨深
いです。しかもその時ピッチに居た選手が、監督として戻ってきたなんて、もうマンガみたい。現実にドイ
ツやスペインに勝てる国になったんだと思うと、凄く誇らしい代表だと感じました。W杯だけじゃなく、普
段から地元のザスパもJリーグも応援したいと思います。それで地元からまた代表選手が出てくれたら嬉しい
し、今よりもっとサッカーが文化として地域に根付けばいいですね。次こそ8強へ。期待しています。(T)

市立前橋高校理科研究サークルによる研究発表展と
美術部による作品展が行われました。市立前橋高校書道部によるお年玉企画

手作りしおりを配布
1月5日（木）より市立前橋高
校書道部による手作りしおり
を配布します。無くなり次第
終了となります。

配布場所：前橋市立図書館
本館 中央図書室

理科研究サークルのワークショップ



雑誌スポンサーを募集しています

前橋市立図書館では、雑誌のスポンサーを募集しています。会社のPRになる身近な社会貢献活動です。
この機会にぜひ図書館運営へ参加してみてはいかがでしょうか。ご協力をお願いいたします。

雑誌スポンサーとは
雑誌を年間購入し、図書館に提供していただき、図書館運営を支援する制度です。その対象は、企業や個人・
団体です。

雑誌スポンサーになると
ご提供いただいた雑誌の最新号にカバーを付け、雑誌の欄に広告を掲載できます。また図書館ホーム
ページや館内での掲示でその社会貢献活動を広くPRします。
（※個人事業主を除く個人の場合は、広告の提出はできません。）
雑誌架は、本館・分館いずれも来館者がよく立ち寄るコーナーで、手に取る機会も多く、費用対効果
と社会貢献活動をしている企業として知名度も上がります。

雑誌スポンサーの費用は
費用はご負担いただく雑誌の購入費です。
例えば月額800円の月刊誌スポンサーに1年間
なる場合、年間9,600円（800円×12か月分）
の費用になります。
提供する雑誌は、図書館が指定するものの中か
ら選んでいただきます。

雑誌スポンサーの期間は
決定の翌月から年度末まで
（翌年度以降の継続も可）

※事業の詳細や申込方法などは、当館のホーム
ページをご参照ください。

新刊案内

『脳梗塞の再発を防ぐ 退院後の生活を支える本』
岡田靖 著 NHK出版

脳梗塞の怖さは「再発」にある。再発を起さないためには?  専門医が患者や家族が抱え
るさまざまな不安や疑問に答えながら、退院後の生活を支えるための薬物療法、生活改
善法、お勧めのリハビリテーションなどを紹介する。

『一生使える！味付け大事典 マンネリ解消！』
川上文代 著 池田書店

おいしい料理を作るうえで、重要なのが味付け。和・洋・中・エスニック、幅広い味つけを
豊富に紹介。味の構成要素、万能たれやソース、細かい手順と作り方、味つけに失敗しな
いコツなどを盛り込む。

『13歳から考える住まいの権利 多様な生き方を実現する「家」のはなし』
葛西リサ 著 かもがわ出版

お金がなければ、住まいがなくても仕方ない?  住宅に困る人がいるのに、どうして空き
家があるの?  空き家活用、居住支援、シェアハウス、団地再生･･･。SDGsとも深く関わ
る住宅問題の今とこれからをわかりやすく解説する。

展示会
上毛仏教美術研究会の皆様にご協力いただき、天明3年の浅間山噴火に関連した仏教美術作品と、図書館が

所蔵する関連史料を併せて展示します。令和5年は、浅間山噴火から240年にあたります。研究会のみなさまが

所有する仏教美術品を鑑賞することができる貴重な機会となっていますので、ぜひご来館ください。

会期：1月24日（火）から2月5日（日）まで

会場：前橋市立図書館本館2階 展示室

講演会
「第2回上毛仏教美術展」に合わせて、講演会を開催します。展示と関連してお楽しみいただける内容を予定し

ています。ぜひご参加ください。

「第2回上毛仏教美術展」並びに講演会を開催します

【第1回】

日時：1月24日（火）午前11時～午後1時

会場：前橋市立図書館本館地下 講堂

講師：嬬恋郷土資料館・関俊明館長

定員：30人

【第2回】

日時：2月4日（土）午後２時～４時

会場：前橋市立図書館本館地下 講堂

講師：玉村町教育委員会生涯学習課文化財係

中島直樹係長

定員：30人

申込：各回ともに、 1月11日（水）から受付

電話：027-224-4311 または事務室まで 定員になり次第受付を終了します。

大好評のうち終了しました市立前橋高校作品展

美術部の作品は、「読書感想画」でした。絵画
で本作品の感想を表現するコンクール入賞作品
も多数ありました。
利用者もカウンタースタッフに、「絵の作者さ
んにとても感動したと伝えてほしい」などと感
想をいただきました。作品のモチーフになった
書籍もご覧のとおり、利用者の関心を引いてい
ました。

理科研究サークルは５つのテーマによる、身近にあるもの
を題材に、各々実験結果・考察を展示しました。
12月10日に行われたワークショップでは、参加者の方々
にスノードームの作り方をレクチャー。綺麗に仕上がったス
ノードームに、皆さんご満悦でした。

本館の雑誌架のイメージ

2階に展示
された研究
発表ボード


